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福
井

１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
市
宝
永
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
六
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
本
多
達
哉

・
河
村
健
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

（武
家
屋
敷
地
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
末
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
、
国
際
交
流
会
館
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
福
井

平
野
の
中
央
部
、
足
羽
川
の
北
側
に
位
置
す
る
。
調
査
地
は
、
福
井
城
の
北
方
、

三
ノ
九
門
外
に
位
置
し
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
二
〇
〇
石
ク
ラ

ス
の
武
家
屋
敷
地
で
あ
っ
た
。

確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、
福
井
城

時
代

の
も
の
と
福
井
城
以
前

全

六
世
紀
末
）
の
も
の
に
大

別
さ
れ
る
。
福
井
城
時
代
の
遺

構
は

一
七
世
紀
初
頭
、　
一
七
世

紀
後
半
、　
一
九
世
紀
の
各
期
に

集
中
す
る
。

木
簡
は
、
ゴ
ミ
廃
棄
土
抗

一
七
九

・
二
三
〇
と
屋
敷
地
を
区
画
す
る
と
考
え

ら
れ
る
溝

一
一
二
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
特
に
土
坑

一
七
九
か
ら
は
大
量
に
出

土
し
て
い
る
。
二
つ
の
土
坑
の
年
代
は
、
出
土
す
る
陶
磁
器
よ
り
、
決
方
と
も

一
七
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
土
坑
二
三
〇
は
遺
物
の
廃
棄
状
態
が
、
火
災

な
ど
の
後
始
末
時
と
似
て
お
り
、
遺
物
は
二
次
焼
成
を
受
け
て
い
な
い
も
の
の
、

天
守
閣
も
焼
亡
し
た

「寛
文
の
大
火
」
盆

六
六
九
年
）
や
廃
藩
の
危
機
に
直
面

し
た

「貞
享
の
大
法
」
全

六
八
五
年
）
な
ど
の
大
事
件

・
災
害
に
関
わ
り
廃
棄

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
事
件
か
は
特
定
し
得
な
い
。
ま
た
、
溝

一
一
二
か
ら
は
幕
末
―
明
治
頃
の
陶
磁
器
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
溝
の
廃
絶

時
に
混
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
土
坑

一
七
九
か
ら
四
〇
点
、
土
坑
二
三
〇
か
ら
三
点
、
溝

一
一
二
か

ら

一
点
の
、
計
四
四
点
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

土
坑
一
七
九

ω
　
。
「
し
ろ
こ
し
も

の
」

。
「し
ろ
こ
し
も
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕∞受
Ｐ受
］
冨

〔か
力
〕

②
　
。
「
あ
□
こ
し
も

の
」

〔か
力
〕

。
「
あ
□
こ
し
も

の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌∞巽
Ｐ粟
∞
冨

(福 井)
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土
坑
二
三
〇

⑩
　
。
「あ
□
□
く
ら

。
「　
五
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
ｙ
］衆
∞
冨

め

　

「
五

月

三

日

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
∞
受

Ｎ
反

∞

目

溝
一
〓
一

⑪

　

「
＜
七
月
十
三
日

上
安
田
村
六
左
衛
門
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

⇔泉
］蒙
卜
露

土
坑

一
七
九
出
土
の
木
簡
は
ω
を
除
き
、
完
形
の
も
の
は
す
べ
て
下
端
を
尖

ら
せ
た
〇
五

一
型
式
で
、
物
品
名
ら
し
き
文
字
を
書
く
が
、
何
の
名
称
な
の
か

は
未
詳
。

な
お
釈
文
は
、
福
井
県
立

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
佐
藤
圭
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

『年
報

一
〇
』
全

九
九
六
年
）

（本
多
達
哉

・
河
村
健
史
）

か
ん
ぼ
う

じ

石
川
・観
法
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
観
法
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
二
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
松
浦
郁
乃

・
荒
木
麻
理
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
及
び
道
路
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
世
紀

。
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
金
沢
市
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。
北
西
方
向
に
は
河
北
潟
が
広

が
り
、
北
は
能
登
、
東
は
低
い
丘
陵
地
帯
を
越
え
る
と
富
山
県
と
な
る
。
後
背

丘
陵
上
に
は
観
法
寺
古
墳
群
、

そ
の
谷
部
に
は
中
世
の
観
法
寺

谷
遺
跡
が
所
在
す
る
。
周
辺
の

同
時
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、
北

方
約
八
〇
〇
ｍ
に
七
世
紀
末
―

八
世
紀
前
半
の
今
町
Ａ
遺
跡
が

所
在
す
る
。

今
回
は
、
約
二
五
〇
〇
ポ
に

つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ

(金 沢)




